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焼却灰からの Sr溶出特性 

 

○山本貴士、竹内幸生、高田恭子、大迫政浩 
1(国研)国立環境研究所 資源循環・廃棄物研究センター 

 

１．はじめに 

事故由来放射性物質汚染廃棄物等の処理・処分に関して、焼却灰からの放射性Csの溶出特性や土壌への吸脱着特

性は多くの研究により理解が深まってきた。一方で、福島第一原子力発電所近傍の土壌調査等で検出される長寿命

核種である 90Sr（半減期 28.8年）に関して、廃棄物処理プロセスでの挙動に関する知見は十分でない。137Csはア

ルカリ金属（第 1 族）に属し、90Sr はアルカリ土類金属(第 2 族)に属するため、異なる物理化学的挙動を示すこと

が予想される。そこで、本研究では、90Srよりも分析が容易である非放射性 Sr（88Sr）に着目し、廃棄物焼却施設

から採取した焼却灰（飛灰、主灰）の溶出試験を行い、焼却灰からの Srの溶出特性について検討した。 

２．調査方法 

福島県内の一般廃棄物焼却施設 2 か所と仮設廃棄物焼却施設 3 か所で採取した焼却灰（飛灰、主灰）を用いて、

環境庁告示第 13号試験に準じた溶出試験を行った。溶出試験の供試料は、飛灰は原資、主灰は 0.5 ㎜～5.0mm粒度

を使用した。液固比 10（超純水：試料）で容器に封入後、水平振とう（6時間）、遠心分離（20分間）、口径 1μmの

メンブレンフィルターを用いてろ過を行い、ろ液を検液として分析した。 

原灰中の 88Sr 含有量は、アルカリ溶融法により分解して得られた検液を ICP-OES により定量した。溶出液中の

88Sr濃度は、ICP-MS により定量した。また、γ 線核種分析を行い原灰及び溶出液中の放射性Cs（137Cs）を定量し

た。過去の研究により 90Sr含有量が既知である試料（4施設）については 1)、88Srの溶出率から溶出液中の 90Srの

放射能濃度を推計した。以上から、Srの溶出特性について、放射性Csとの溶出特性と比較検討した。 

３．結果 

焼却施設 5か所（施設A～B；一般廃棄物焼却施設，施設C～E；仮設廃棄物焼却施設）において採取した焼却灰

からの 88Sr溶出率を図 1に、137Cs溶出率を図 2に示す。 

  
図 1 焼却灰からの 88Sr溶出率        図 2 焼却灰からの 137Cs溶出率  

 

溶出試験の結果から、飛灰より主灰で 88Sr が溶出しづらいこと、また施設D の焼却灰を除いて 88Sr は 137Cs よ

りも溶出しづらいことが確認された。このことは、アルカリ金属（Cs）とアルカリ土類金属（Sr）の性質の違いに

よるところが大きいと考えられたが 2)、88Srの溶出率と施設A～Dの焼却灰中の 90Sr含有量から、溶出液中の 90Sr

濃度は飛灰溶出液で 0.098～1.0Bq/L、主灰溶出液で 0.0066～0.014Bq/Lと推計され、137Cs放射能濃度と比較して低

濃度であることが示された。今後、施設及び被焼却物の違いと 88Sr、137Csの関係性について検証が必要である。 

 

謝辞 

 本調査にご協力頂きました各施設関係者の皆様に、ここに記して感謝申し上げます。 

 

参考文献 

1) 山本、竹内、大迫、焼却灰中ストロンチウム 90 濃度について、第 5回環境放射能除染研究発表会 (2016) 

2) 国立環境研究所、放射性物質の挙動からみた適正な廃棄物処理処分（技術資料：第四版）改訂版（2014） 

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

施設A 施設B 施設C 施設D 施設E

8
8
S

r 
le

a
ch

in
g
 r

a
te

焼却灰の88Sr溶出率

飛灰溶出率 主灰溶出率

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

施設A 施設B 施設C 施設D 施設E

1
3
7
C

s 
le

a
ch

in
g
 r

a
te

焼却灰の137Cs溶出率

飛灰溶出率 主灰溶出率

P2-04

- 70 -




